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〰
〰
〰
〰
〰
〰
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〰
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〰
〰

指
定
番
号

指

定

位

置

指
定
年
月
日

道
路
の
幅
員

メ
ー
ト
ル

道
路
の
延
長

メ
ー
ト
ル

日
第
二
八
―

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
塚
脇
字

当
ノ
下
八
四
五
番
一
六
五
、

八
四
五
番
一
六
九
、
八
四
五

平
二
八
・

九
・
三
〇
四
・
二
七

四
三
・
一
八

一
号

番
一
七
〇
及
び
八
四
五
番
一

七
三
並
び
に
八
四
五
番
一
六

五
地
先
里
道

〜
四
・
二
〇

告

示

付
保
義
務
の
発
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

警
察
本
部
訓
令

保
護
取
扱
規
程
等
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

〇
告

示

大
分
県
告
示
第
五
百
三
十
三
号

宇
佐
市
加
入
区
に
つ
い
て
、
漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の

二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ

た
も
の
と
認
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
五
百
三
十
四
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

〇
警
察
本
部
訓
令

目

次

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
２２号

警
察
本
部

警
察
学
校

警
察

署
保
護
取
扱
規
程
（
昭
和
３５年

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
１７号

）
等
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
２８年

１０月
１４日

大
分
県
警
察
本
部
長
松
坂
規
生

（
保
護
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
）

第
１
条
保
護
取
扱
規
程
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
１２条

第
２
号
及
び
第
２０条

第
２
項
中
「
第
２５条

」
を
「
第
２５条

第
１
項
」
に
改
め
る
。

（
大
分
県
警
察
少
年
警
察
活
動
規
程
の
一
部
改
正
）

第
２
条
大
分
県
警
察
少
年
警
察
活
動
規
程
（
平
成
１４年

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
甲
第
２３号

）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
２１条

第
２
号
及
び
第
３
号
中
「
第
２５条

」
を
「
第
２５条

第
１
項
」
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
２８年

１０月
１４日

か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
八
年

（ 金 曜 日 ）

第
二
八
二
二
号

十
月
十
四
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
発
行
人

大

分

県

編
集

佐
伯
印
刷
㈱

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

大
分
県
報
（
告
示
・
警
察
本
部
訓
令
）

一


